
令和5年7月13日

神奈川県剣道連盟

1 目的 将来を担う青少年が剣道の試合を通じて心身を鍛え、年令別に技を競うことに

より、剣道に対する意欲を持たせ剣道の普及発展を図るものである。

2 主催/主管 神奈川県剣道連盟主催／茅ヶ崎市剣道連盟主管

3 会場 シンコースポーツ寒川アリーナ（寒川総合体育館）

〒253-0106 神奈川県高座郡寒川町宮山２７５　０４６７－７５－１００５　

寒川北ＩＣより車で６分　　https://samukawa-sougoutaiikukan.com/access/

駐車場については、14.注意事項参照

ＪＲ相模線寒川駅か宮山駅より徒歩約１３分

4 日時 令和５年９月２４日（日）　 受付　９：００～９：１５　開会式　９：４０

受付は各支部監督が代表して行ってください。

5 試合内容 少年の部 年齢別個人選手権試合

青年の部 個人選手権試合

女子の部 個人選手権試合

6 参加資格 神奈川県剣道連盟に登録している下記の者

少年の部 中学１年生 中学２年生 中学３年生

高校１年生 高校２年生 高校３年生

１８才の部（含大学生） １９才の部（含大学生）

青年の部 満２０歳より２５歳までの者（含大学生）

女子の部 中学女子 高校女子

一般女子（含大学生）は満１８歳より２５歳までの者

※年齢起算日は各部共に満年齢で、起算は令和５年４月１日現在とする

7 参加人員 少年の部 各年齢別　１名、計８名

青年の部 １名

女子の部 中学女子・高校女子・一般女子各１名、計３名

合計　１２　名

9 試合方法 　　トーナメント方式

（１）試合は、全日本剣道連盟試合・審判規則と同細則また、感染症防止予防ガイドライン

　　 （新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合・審判法）に準じて行う。

（２）試合時間は、３分、３本勝負とする。

（３）試合時間内に勝敗が決しない場合は延長戦を行い、先に一本取得したものを

　　勝ちとする。延長の試合時間は２分とし、３回の延長で休憩５分とする。

10 得点 ・１位　７点　・２位　５点　・３位（２名）３点　・ 敢闘賞（４名）１点
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11 表彰 ・各部門毎に、優勝、準優勝、３位（２名）、敢闘賞（４名）を表彰する

・各部門の優勝者には優勝杯を授与する

・得点により、総合優勝の支部には優勝楯を授与する。

12 会場係員 係員は横浜市以外の県下全１７支部から１名ずつお願いします。

開場係員、警備係は主管の茅ヶ崎から10名お願いします

13 申込 申込書のエクセルデータをメールにて８月２５日（金）までに県連事務局に送付してください。

メール送付後、大会用口座に（３，０００円＠支部）振り込み願います。

※　ゆうちょ銀行の払込取扱票で振り込む場合は、通信欄に内訳を必ず記載してください。（下記参照）
※　ATM・窓口・ネットで振り込む場合は、明細票を申込書と一緒にメール等で送ってください。

14 注意事項 出場選手は必ず各支部別の標識（名札）をつけること。
申込締切日(８／２５)後の選手の変更は認めません。
主催者は、医師を配置しますが応急手当以外の責任は負いません。
主催者は、傷害保険に加入します。（疾病等には適用されません、ご注意ください）　
この大会は観覧、撮影自由ですが、本人の同意のない個人の動画等をSNS等へ
アップロードすることは原則禁止です。
車で来館の選手、監督や応援の方は臨時駐車場（８時３０分開場）をご利用ください。
別紙参照

以上

神奈川県青少年剣道選手権

３，０００

３，０００３，０００1チーム＝

貴支部名

貴支部名



　体育館隣接の駐車場は閉鎖しているため使用できません。
　臨時駐車場をご利用ください（マップ参照）
　臨時駐車場の開場は８時30分です。開場前に到着し、路上で
　待機するのは近隣住民への迷惑となり、今後剣道団体が使用
　不可になることがありますのでくれぐれもご遠慮ください
　体育館への入場並びに選手受付開始は９時です

　・各自、靴袋をご持参ください。
　・選手が揃ったら監督は代表して受付してください。
　・選手の更衣と荷物置き場は観覧席です
　・女子の更衣室は受付右奥の多目的室です。更衣後、
　　荷物は多目的室には置かず、観覧席に運んでください。

9/24（日）青少年剣道大会参加の
選手、監督、並びに応援の皆様へのお願い



(１)竹刀については次の事項を遵守すること。

(2)小手については次の事項を遵守すること。

(3)面については次の事項を遵守すること。

(4)剣道着については次の事項を遵守すること。

●面ぶとんは安全性を保つため、肩関節を保護する長さがあり、十分な打突の衝撃緩衝
能力があるものとする。

●剣道着の袖は、安全性を保つため、肘関節を保護する長さを確保すること。(構えたとき
に肘関節が隠れること)

【剣道用具の取り扱いについて】 

　大会・予選会における、剣道用具の取り扱いについては、安全性・公平性の観点から以下
のとおりとする。

●竹刀の長さ(全長・先革長)、重さ、太さ(先革先端対辺直径値および先端より 8ｃｍのち
くとう部対角直径値)は、表 1、表 2 および図のとおりとする。
●ピース(四つ割り竹)の合わせに大きな隙間のあるものや安全性を著しく損なう加工、形
状の変更したものの使用は認めない。

●小手は、こぶしと前腕(肘から手首の最長部)の 1/2 以上を保護し、安全性を保つため
小手頭部および小手ぶとん部は十分な打突の衝撃緩衝能力がある。
●小手ぶとん部のえぐり(クリ)の深さについては小手ぶとん最長部と最短部の長さの差が
2.5ｃｍ以内である。

表１　竹刀の基準　（一刀の場合）

長さ

先端部
最小直径
ちくとう

最小直径
先端部

最小直径
ちくとう

最小直径
20ミリメートル以上

120センチメートル以下

510グラム以上

440グラム以上

26ミリメートル以上

21ミリメートル以上

25ミリメートル以上

20ミリメートル以上

25ミリメートル以上

20ミリメートル以上

24ミリメートル以上

19ミリメートル以上

117センチメートル以下

480グラム以上

420グラム以上

26ミリメートル以上

21ミリメートル以上

25ミリメートル以上

中学生
高校生

（相当年齢の者も含む）
大学生・一般

114センチメートル以下

440グラム以上

400グラム以上

男女共通

男　　　性

女　　　性

対　　象

重さ

太さ

男性

女性

表２　竹刀の基準　（二刀の場合）

長さ

先端部
最小直径
ちくとう

最小直径
先端部

最小直径
ちくとう

最小直径

20ミリメートル以上

24ミリメートル以上

19ミリメートル以上

62センチメートル以下

280～300グラム

250～280グラム

24ミリメートル以上

19ミリメートル以上

24ミリメートル以上

19ミリメートル以上

大学生・一般
小　　刀

114センチメートル以下

440グラム以上

400グラム以上

25ミリメートル以上

対　　象

太さ

男性

女性

重さ
男　　　性

女　　　性

男女共通

大　　刀


